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Summary
This article considers whether tourism experience, in which international tourists are exposed 
to popular culture and local community culture of destination country, can affect the tourists’ im-
pression of the host country.　This consideration will be made on an assumption that international 
tourism may be able to contribute to making of regional identity.　Chapters １ discusses whether 
making of regional identity is possible in contemporary Asia.　Chapter ２ reports results of opinion 
polls on how the Japanese and the Chinese, as well as the Japanese and the South Koreans, see each 
other.　In Chapter ３, results of a questionnaire that author has carried out to tourists participated 
in a study tour that the author conducted.　In addition to nationalism, regional identity may become 
a source of collective identity in international relations.　However, making of regional identity has 
barely started in East Asia.　This dovetails with a fact that negative images exist between Japan 
and China, as well as Japan and South Korea.　Results of the questionnaire indicate that some of 
participants in the above tour tend to distinguish diplomatic issues between the governments on 
one hand, and personal interests as tourists on the other.　This is the case with those who retain 
positive interests to Japan before the tour begins.　These results suggest that experiences in inter-
national tourism may support or strengthen tourists’ positive image toward the host country which 
have been made prior to the tour.
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滝知則
アンケート調査票
「訪日観光がゲストの対ホスト国イメージに与える影響―九州の大学生の観光の事例をめぐって」
アンケートＡ　　研修開始時用（２０１５年９月２４日）（解答欄省略）
〈次の問いには、全員が答えてください。〉
Ⅰ　あなたの出身国と出身地を教えてください。
１．あなたの出身国（いずれか一つに○をつける、④の場合は記入する）留学生　①中国、②韓
国、③ベトナム、④　①～③以外の国、日本人学生　⑤日本
２．あなたの出身地　①省（中国）、②道・市（韓国）、③市（ベトナム）、④市（①～③以外の
国）、⑤県（日本）
〈「１．あなたの出身国」で①～④と答えた人は、次のⅡに進んでください。⑤と答えた人は、Ⅲ
に進んでください。〉
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国際観光が観光者の対ホスト国イメージに与える影響―ポピュラー文化と地域文化に触れる観光を事例として―
Ⅱ　次の３～７には、留学生が答えてください。
３．あなたの国全体で、日本に対するイメージはどうだと思いますか？　あなたが選んだ選択肢
の番号を、右の欄に記入してください。
　　ａ．とても悪い、ｂ．やや悪い、ｃ．どちらでもない、ｄ．まあ良い、ｅ．とても良い
４．あなた自身の日本に対するイメージは、次のどれですか？　あなたが選んだ選択肢の番号を、
右の欄に記入してください。
　　ａ．とても悪い、ｂ．やや悪い、ｃ．どちらでもない、ｄ．まあ良い、ｅ．とても良い
５．日本とあなたの国の間の懸案で、あなたが最も気になるのは、次のどの分野のものですか？　
あなたが選んだ選択肢の番号を、右の欄に記入してください。
　　ａ．安全保障・軍事、ｂ．貿易・経済、ｃ．環境、ｄ．歴史認識、ｅ．その他（具体的に）
　なおｅを選んだ場合、具体的にどのようなことかを、下の欄に簡潔に記入してください。
６．あなたにとって、上記５で選んだ懸案と観光を比べると、どちらが重要ですか？　次の選択
肢から選んだものの記号を、右の欄に記入してください。
　　ａ．懸案の解決が最優先である
　　ｂ．懸案の解決の方を、観光よりもやや優先すべきである
　　ｃ．どちらも同じくらい重要である
　　ｄ．観光の方を、懸案の解決よりもやや優先すべきである
　　ｅ．観光が最優先である
７．あなたは、自国の文化と日本の文化との間に、どのような関係があるのがよいと思います
か？　次の選択肢から選んだものの記号を、右の欄に記入してください。
　　ａ．自国の文化が最も大切であり、日本の文化を受け入れるべきでない。
　　ｂ．日本の文化が最も大切であり、自国の文化を受け入れるべきでない。
　　ｃ．日本の文化でも自国の文化でもない、世界的な文化を持つことを目指すべきである。
　　ｄ．日本の文化と自国の文化の、双方のよいところに注目すべきである。
　留学生対象のアンケートＡの質問は、以上です。ご協力、どうもありがとうございます。
Ⅲ　次の８～１２には、日本人学生が答えてください。
８．中国、韓国とベトナムの中から、一つの国を選んでください。日本全体として、その国に対
するイメージはどうだと思いますか？あなたが選んだ国の名前と選択肢の番号を、右の欄に記
入してください。
　　ａ．とても悪い、ｂ．やや悪い、ｃ．どちらでもない、ｄ．まあ良い、ｅ．とても良い
９．あなた自身のその国に対するイメージは、次のどれですか？　あなたが選んだ選択肢の番号
を、右の欄に記入してください。
　　ａ．とても悪い、ｂ．やや悪い、ｃ．どちらでもない、ｄ．まあ良い、ｅ．とても良い
１０．その国と日本の国の間の懸案で、あなたが最も気になるのは、次のどの分野のものですか？
あなたが選んだ選択肢の番号を、右の欄に記入してください。
　　ａ．安全保障・軍事、ｂ．貿易・経済、ｃ．環境、ｄ．歴史認識、ｅ．その他（具体的に）
　なおｅを選んだ場合、具体的にどのようなことかを、下の欄に簡潔に記入してください。
１１．あなたにとって、上記５で選んだ懸案と観光を比べると、どちらが重要ですか？　次の選択
肢から選んだものの記号を、右の欄に記入してください。
68
滝知則
　　ａ．懸案の解決が最優先である
　　ｂ．懸案の解決の方を、観光よりもやや優先すべきである
　　ｃ．どちらも同じくらい重要である
　　ｄ．観光の方を、懸案の解決よりもやや優先すべきである
　　ｅ．観光が最優先である
１２．あなたは、日本の文化と８で選んだ国の文化との間に、どのような関係があるのがよいと思
いますか？　次の選択肢から選んだものの記号を、右の欄に記入してください。
　　ａ．自国の文化が最も大切であり、日本の文化を受け入れるべきでない。
　　ｂ．日本の文化が最も大切であり、自国の文化を受け入れるべきでない。
　　ｃ．日本の文化でも自国の文化でもない、世界的な文化を持つことを目指すべきである。
　　ｄ．日本の文化と自国の文化の、双方のよいところに注目すべきである。
　日本人学生対象のアンケートＡの質問は、以上です。ご協力、どうもありがとうございます。
アンケートＢ　　研修終了時用（２０１５年９月２７日）
（アンケートＢに、質問１と質問２はありません。）
Ⅱ　次の３～７には、留学生が答えてください。
　（質問と回答の選択肢は、アンケートＡに同じ。）
　この次は、Ⅳに進んでください。
Ⅲ　次の８～１２には、日本人学生が答えてください。
　（質問と回答の選択肢は、アンケートＡに同じ。）
　この次は、Ⅳに進んでください。
Ⅳ　次の１３～１５には、全員が答えてください。
１３．この観光で印象に残る体験（最大３つまで）について、質問します。
　　最も印象に残る体験について
　　ａ．どこで、何をした体験ですか？
　　ｂ．その体験があなたの印象に残る理由は、何ですか？
　　２番目に印象に残る体験について
　　ａ．どこで、何をした体験ですか？
　　ｂ．その体験があなたの印象に残る理由は、何ですか？
　　３番目に印象に残る体験について
　　ａ．どこで、何をした体験ですか？
　　ｂ．その体験があなたの印象に残る理由は、何ですか？
１４．この観光を通じて、あなたの日本に対するイメージ（日本の学生は、９
　
 月２４日のアンケート
で選んだ国に対するイメージ）は変化しましたか？
　　ａ．変化した　ｂ．変化しなかった　（どちらか一方に○を付ける）
　　上記でａを選んだ（「変化した」と答えた）場合、それはあなたにとってプラスの意味
の変化ですか？　それともマイナスの意味の変化ですか？
　　ａ．プラスの意味の変化　ｂ．マイナスの意味の変化　（どちらか一方に○を付ける）
　　上記でａを選んだ（「変化した」と答えた）場合、変化した理由は何ですか？
69
国際観光が観光者の対ホスト国イメージに与える影響―ポピュラー文化と地域文化に触れる観光を事例として―
　　上記でｂを選んだ（「変化しなかった」と答えた）場合、変化しなかった理由は何です
か？
１５. 今回の研修で（学んだこと、感じたこと）について書きたいことがあれば、下の欄に記入し
てください。
　アンケートＢの質問は、以上です。ご協力、どうもありがとうございます。
